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(1)　(i)　f - 0 1x = 2x -4x+3　0 1
ア

　　　　　　 =0x 1-1 0x 1-3

　　f - 0 1x =0 とすると　　x=1，3

　　f 0 1x  の増減表は右のようになる。

　　よって，f 0 1x  は

　　x=イ1 のとき極大値 f 0 11 =
1

3
･

31 -2･
21 +3･1+k=

4

3
+k をとる。　0 1

ウ

　　x=エ3 のとき極小値 f 0 13 =
1

3
･

33 -2･
23 +3･3+k=k をとる。　0 1

オ

　(ii)　k=0 のとき，f 0 10 =0 であり，f 0 1x  は x=1 で極大値 
4

3
，x=3 で極小値 0 をと

　　る。よって，適するグラフは　カ

　　k>0 のとき，f 0 10 =k>0 であり，f 0 1x  は x=1 で極大値 
4

3
+k，x=3 で極小値

　　k 0 1>0  をとる。よって，適するグラフは　キ

　(iii)　(i) より，=1 である。

　　f 0 10 <0<f 0 1  すなわち f 0 10 <0<f 0 11  から　　k<0<
4

3
+k

　　よって　　-
4

3
<k<0　0 1

ク，ケ
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y=f 0 1x




　　このとき，0(x( の範囲において，f 0 1x =0 を

　　満たす x の値を  とおくと，y=f 0 1x  のグラフの

　　概形は右の図のようになる。

　　0(x(  の範囲における y=f 0 1x  のグラフと x 軸

　　および y 軸で囲まれた部分の面積と，(x( の

　　範囲における y=f 0 1x  のグラフと x 軸および直線

　　x= で囲まれた部分の面積が等しいとき
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
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f 0 1x dx=0

　　　　　　　Q 0
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f 0 1x dx=0　0 1
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　　ここで　　Q 0
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f 0 1x dx=Q 0
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f 0 1x dx=Q 0
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　　Q 0



f 0 1x dx=0 より 
11
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+k=0 であるから　　k=
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(2)　条件 (a) から，y=g 0 1x  のグラフは原点を通り，原点における接線の傾きは正である。

　よって，条件 (a) を満たすのは　　タ，チ，ツ　(順不同)

　条件 (b) から，g - 0 1x =k 2x +l 0k 1'0  と表される。

　g - 0 10 >0 から　　l>0

　k>0 のとき，y=g - 0 1x  のグラフは下に凸の放物線であり，常に g - 0 1x >0 であるか　

　ら，g 0 1x  は常に増加することがわかる。これを満たすのは　

　k<0 のとき，y=g - 0 1x  のグラフは上に凸の放物線であり，g - 0 1x =0 となる x の値を

　境に g - 0 1x  の符号は負，正，負と変化することから，g 0 1x  は減少，増加，減少と変化

　することがわかる。これを満たすのは　

　よって，条件 (b) を満たすのは　　
テ，

ト　(順不同)

　さらに，条件 (c) を満たすのは　　
ナ

u　y=g 0 1x  のグラフの概形から，g - 0 1x  はそれぞれ次のように表される。

　　g - 0 1x =k0x 1+ 0x 1- ，>0，k<0

　　g - 0 1x =k0x 1- 0x 1- ，<<0，k>0

　　g - 0 1x =k 2x +l，k>0，l>0

　y=g - 0 1x  のグラフの概形は次のようになる。
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